
自自治治体体会会計計（（財財務務諸諸表表））のの見見方方とと活活用用
－東京都の事例を参考にして－

は
じ
め
に

政
府
・
自
治
体
会
計
へ
の
複

式
簿
記
・
発
生
主
義
会
計
の
導

入
は
、
多
く
の
先
進
諸
国
で
は

広
く
い
き
わ
た
っ
て
い
る
が
、

わ
が
国
で
は
、
単
式
簿
記
・
現

金
主
義
会
計
（
以
下
、
官
庁
会

計
と
も
い
う
）
を
義
務
付
け
て

い
る
会
計
法
や
地
方
自
治
法
等

に
基
づ
く
現
行
法
制
度
等
が
支

障
と
な
り
、
先
進
的
な
地
方
自

治
体
で
も
決
算
組
替
方
式
が
主

流
で
あ
り
、
本
格
的
導
入
へ
の

道
の
り
は
遠
い
状
況
に
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か

で
、
東
京
都
は
、
平
成
１４
年
５

月
に
、
現
行
法
規
上
要
求
さ
れ

る
現
金
主
義
会
計
に
も
と
づ
く

財
務
報
告
書
を
そ
の
ま
ま
保
持

し
な
が
ら
、
新
し
い
会
計
制
度

と
し
て
、
日
本
で
初
め
て
複
式

簿
記
・
発
生
主
義
会
計
を
導
入

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
平
成

１８
年
４
月
か
ら
、
す
べ
て
の
一

般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
に
つ

い
て
本
格
的
な
発
生
主
義
会
計

へ
移
行
し
て
お
り
、
平
成
１８
年

度
決
算
の
財
務
諸
表
が
平
成
１９

年
９
月
に
公
表
さ
れ
た
。

東
京
都
の
複
式
簿
記
・
発
生

主
義
会
計
の
導
入
は
、
決
算
統

計
（
歳
入
歳
出
決
算
書
）
を
組

み
替
え
て
財
務
諸
表
を
作
成
す

る
方
式
で
は
な
く
、
明
治
以
来

の
地
方
自
治
体
の
会
計
制
度
を

根
本
的
に
変
革
す
る
も
の
で
あ

る
。
新
た
な
会
計
制
度
は
、

日
々
の
会
計
処
理
の
段
階
か
ら

複
式
簿
記
の
処
理
を
行
い
、
自

動
的
に
財
務
諸
表
を
作
成
で
き

る
た
め
、
議
会
に
よ
る
決
算
認

定
、
決
算
分
析
を
踏
ま
え
た
予

算
編
成
、
議
会
に
よ
る
予
算
審

議
等
に
迅
速
に
活
用
で
き
る
も

の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
東
京
都
の
会
計
基

準
検
討
委
員
会
等
の
委
員
と
し

て
会
計
制
度
改
革
を
支
援
し
て

い
る
。
本
稿
で
は
、
個
人
的
な
見

解
で
あ
る
が
、
東
京
都
の
平
成

１８
年
度
及
び
１９
年
度
の
財
務
諸

表
等
を
も
と
に
、
会
計
改
革
の

達
成
状
況
を
総
括
し
て
、
財
務

諸
表
の
活
用
の
視
点
か
ら
今
後

の
課
題
を
検
討
し
て
み
た
い
。

１
、
東
京
都
の
財
務
諸
表
の
制
度
的
位
置
付
け

新
し
い
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム

か
ら
作
成
さ
れ
る
財
務
諸
表

は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の

会
計
別
財
務
諸
表
、
局
別
財
務

諸
表
、
目
別
・
管
理
事
業
別
の

財
務
諸
表
等
が
あ
る
。
新
し
い

会
計
制
度
で
は
、
従
来
の
官
庁

会
計
に
加
え
て
、
固
定
資
産
の

減
価
償
却
費
や
金
利
な
ど
す
べ

て
の
コ
ス
ト
を
記
帳
す
る
複
式

簿
記
・
発
生
主
義
会
計
を
導
入

し
た
も
の
で
あ
り
、
目
的
・
目

標
毎
に
コ
ス
ト
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
財
務

諸
表
は
、
東
京
都
会
計
事
務
規

則
に
よ
り
、「
東
京
都
決
算
参

考
資
料
」
と
し
て
作
成
し
、
議

会
の
本
会
議
や
各
会
計
決
算
特

別
委
員
会
に
提
出
し
決
算
審
議

を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
財
務

諸
表
は
、
監
査
事
務
局
が
実
施

す
る
決
算
審
査
の
対
象
に
は
含

ま
れ
て
い
な
い
が
、
定
例
監
査

（
地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第

１
項
）
の
一
環
と
し
て
監
査
を

受
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
財
務
諸
表
の

制
度
的
な
位
置
付
け
が
明
確
に

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
財

政
運
営
と
予
算
編
成
へ
の
活
用

が
可
能
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。

２
、
財
務
諸
表
活
用
の
全
体
像

東
京
都
の
会
計
改

革
の
特
徴
は
、
マ
ク

ロ
（
財
政
運
営
）
と

ミ

ク

ロ
（
事

業

経

営
）
と
い
う
両
方
の

視
点
か
ら
、
経
営
改

革
と
説
明
責
任
の
充

実
に
財
務
諸
表
を
活

用
す
る
こ
と
で
あ
る

（
下
図
参
照
）
。

３
、
財
務
諸
表
の
活
用
状
況
―
平
成
１８
年
度
及

び
１９
年
度
決
算
を
参
考
に
し
て
―

�

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
充

実
の
目
的

平
成
１９
年
９
月
議
会
等
に
公

表
さ
れ
た
も
の
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。
平
成
２０
年
９
月
議

会
等
に
公
表
さ
れ
た
も
の
も
同

様
で
あ
る
。

①
「
決
算
参
考
資
料
」（
会
計

管
理
局
）（
都
財
政
と
事
業
経

営
の
視
点
）

（
ア
）
会
計
別
財
務
諸
表
（
一

般
会
計
・
特
別
会
計
）

（
イ
）
局
別
財
務
諸
表

（
ウ
）
事
業
別
財
務
諸
表
（
「
主

要
施
策
の
成
果
」
に
該
当
す
る

事
業
）

（
エ
）
財
務
諸
表
（
概
要
版
）

②

財
政
運
営
の
説
明
（
財
務

局
）（
都
財
政
の
視
点
）

「
年
次
財
務
報
告
書
」
の
作

成
・
公
表

年
次
財
務
報
告
書
の
目
次

１

平
成
１８
年
度

東
京

都
普
通
会
計
決
算
報
告

�

従
来
の
公
会
計
手
法

に
よ
る
分
析

�

新
た
な
公
会
計
手
法

に
よ
る
分
析

２

平
成
１８
年
度

東
京

都
全
体
の
財
務
報
告

�

東
京
都
全
体
財
務
諸

表
�

経
営
主
体
別
の
経
営

状
況

３

今
後
の
財
政
運
営

③

主
要
な
事
業
の
実
施
状
況

の
説
明
（
事
業
経
営
の
視
点
）

「
主
要
施
策
の
成
果
」
の
作

成
・
公
表

主
要
施
策
と
し
て
４５
事
業
に

つ
い
て
、
官
庁
会
計
の
予
算
決

算
、
事
業
の
概
要
、
財
務
諸
表

か
ら
得
ら
れ
る
情
報
と
し
て

「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」
と

「
貸
借
対
照
表
」
の
概
要
、
業

績
評
価
の
目
標
と
な
る
よ
う
な

指
標
と
単
位
当
た
り
コ
ス
ト
を

記
載
し
て
い
る
。
業
績
指
標
は

効
率
性
の
指
標
と
し
て
わ
か
り

や
す
い
も
の
で
あ
る
が
、
今
後

の
改
善
の
余
地
が
あ
る
。

�

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
の
目

的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
と
し

て
は
、
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

強
化
と
予
算
編
成
へ
の
活
用
が

あ
る
。

①

財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強

化
（
都
財
政
の
視
点
）

（
ア
）
施
設
の
価
値
の
減
少
で

あ
る
減
価
償
却
累
計
額
（
１
・

３
兆
円
）
か
ら
、
今
後
の
膨
大

な
更
新
需
要
へ
の
対
応
が
必
要

で
あ
る
と
し
て
、「
大
規
模
施

設
等
の
改
築
・
改
修
に
関
す
る

実
施
方
針
」
を
策
定
し
、
今
後

概
ね
１０
年
間
に
生
じ
る
更
新
需

要
に
係
る
経
費
を
８
０
０
０
億

円
程
度
と
見
込
ん
で
、
社
会
資

本
等
整
備
基
金
へ
の
積
立
を
開

始
し
た
。
平
成
２０
年
度
予
算
で

は
、
２
５
０
０
億
円
の
積
立
を

行
う
こ
と
で
、
世
代
間
バ
ラ
ン

ス
と
財
政
負
担
の
平
準
化
に
配

慮
し
た
財
源
確
保
に
努
め
て
い

る
。

（
イ
）
債
権
の
う
ち
未
収
金
が

多
額
（
１
３
０
０
億
円
）
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
債
権
管
理
の
強

化
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、

「
東
京
都
債
権
管
理
条
例
」
を

制
定
し
て
（
平
成
２０
年
７
月
施

行
）
、
各
局
に
債
権
管
理
者
を

設
置
し
、
全
庁
的
な
債
権
管
理

体
制
の
強
化
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
条
例
に
基
づ
く
債
権
放

棄
の
手
続
き
を
定
め
て
、
適
切

な
欠
損
処
理
を
行
い
、
議
会
へ

の
報
告
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。

（
ウ
）
財
産
管
理
の
強
化
と
し

て
、
未
利
用
地
・
遊
休
施
設
の

有
効
活
用
（
売
却
・
貸
付
等
）

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
エ
）
固
定
資
産
管
理
の
内
部

統
制
の
強
化
と
し
て
、
財
産
台

帳
と
現
物
資
産
の
照
合
、
事
業

目
的
と
利
用
状
況
の
把
握
、
貸

借
対
照
表
の
残
高
と
財
産
台
帳

と
の
適
時
な
照
合
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

②

予
算
編
成
へ
の
活
用
（
事

業
経
営
の
視
点
）

東
京
都
で
は
、
事
業
別
財
務

諸
表
を
予
算
編
成
に
反
映
さ
せ

る
目
的
か
ら
、
財
務
局
が
事
務

事
業
評
価
を
実
施
し
て
い
る
。

事
務
事
業
評
価
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
結
果
重
視
の
事
業
検
証
に

よ
る
施
策
の
充
実
、
公
会
計
の

活
用
等
に
よ
る
事
業
の
効
率

化
、
単
年
度
主
義
の
限
界
を
超

え
る
中
長
期
的
な
視
点
に
よ
る

検
証
を
あ
げ
て
い
る
（
『
平
成

２０
年
度
東
京
都
予
算
案
の
概

要
』
平
成
２０
年
２
月
）
。

そ
の
中
で
、
財
務
諸
表
を
活

用
し
た
予
算
編
成
の
事
例
と
し

て
次
の
２
つ
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。

（
ア
）
直
営
公
園
の
指
定
管
理

者
制
移
行

公
園
管
理
費
用
に
つ
い
て
、
発

生
主
義
に
基
づ
き
試
算
し
た
と

こ
ろ
、
指
定
管
理
者
制
移
行
に

よ
り
、
約
７
０
０
万
円
の
コ
ス

ト
削
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

（
イ
）

東
京
港
の
水
門
管
理

に
お
け
る
遠
方
監
視
制
御
シ
ス

テ
ム
の
再
構
築

東
京
港
の
水
門
管
理
に
お
け
る

遠
方
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム
が
更

新
時
期
を
迎
え
て
い
る
が
、
シ

ス
テ
ム
再
構
築
の
ほ
う
が
、
現

行
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
て
い
く

よ
り
も
、
発
生
主
義
の
観
点
か

ら
年
間
２
、
３
億
円
の
コ
ス
ト

削
減
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
発
生
主
義
会
計

の
財
務
情
報
を
活
用
し
て
予
算

編
成
に
活
用
で
き
る
事
例
は
ま

だ
少
な
い
が
、
事
業
の
廃
止
・

見
直
し
と
い
う
目
的
だ
け
で
な

く
、
投
資
を
伴
う
新
規
事
業
の

選
択
や
よ
り
効
率
的
な
サ
ー
ビ

ス
供
給
方
法
へ
の
変
更
な
ど
前

向
き
な
活
用
方
法
が
示
さ
れ
た

こ
と
は
意
義
が
大
き
い
。

４
、
今
後
の
課
題

�

財
政
指
標
の
開
発

住
民
及
び
行
政
責
任
者
が
、

財
政
の
持
続
可
能
性
を
評
価
で

き
る
よ
う
な
財
政
指
標
の
開
発

が
必
要
で
あ
る
。

�

局
別
経
営
報
告
書
（
局
別

連
結
財
務
諸
表
）
の
作
成

局
別
経
営
報
告
書
に
お
い

て
、
局
長
の
総
括
的
業
績
報

告
、
事
業
計
画
の
概
要
と
そ
の

進
捗
状
況
、
業
績
報
告
（
戦
略

と
成
果
、
目
標
、
予
算
、
達
成

し
た
主
要
な
成
果
、
主
要
な
事

業
の
コ
ス
ト
、
投
資
）
が
、
財

務
諸
表
と
と
も
に
報
告
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
。

�

連
結
財
務
諸
表
の
作
成

東
京
都
で
は
、
連
結
財
務
諸

表
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会

計
、
公
営
企
業
会
計
、
公
益
法

人
会
計
、
会
社
法
等
で
会
計
基

準
が
異
な
る
た
め
、
各
決
算
書

を
併
記
す
る
方
式
を
採
っ
て
い

る
。
本
来
的
に
は
、
公
的
部
門

で
の
会
計
基
準
の
統
合
や
企
業

会
計
と
の
調
整
が
課
題
で
あ
る

が
、
東
京
都
版
の
連
結
財
務
諸

表
（
４
表
）
を
作
成
す
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。

�

発
生
主
義
予
算
の
導
入

―
会
計
と
予
算
の
一
体
的
な
評

価
―発

生
主
義
会
計
の
導
入
は
、

事
業
運
営
の
コ
ス
ト
（
発
生
主

義
会
計
）
と
現
金
所
要
額
（
予

算
）
を
分
離
す
る
た
め
、
情
報

の
多
様
化
が
理
解
し
に
く
さ
を

も
た
ら
す
面
が
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
財
務
諸
表
の
活
用
を
よ

り
効
果
的
な
も
の
に
す
る
た
め

に
は
、
中
長
期
的
に
予
算
に
発

生
主
義
を
導
入
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

結
び
に
か
え
て

財
務
諸
表
の
活
用
に
は
、
会

計
だ
け
で
は
完
結
せ
ず
、
財
政

運
営
や
予
算
へ
の
反
映
が
重
要

で
あ
り
、
会
計
と
予
算
と
の
一

体
的
な
評
価
が
必
要
で
あ
る
。

東
京
都
の
会
計
改
革
は
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、

国
内
に
他
の
事
例
が
な
い
こ
と

も
あ
り
、
都
庁
の
内
部
及
び
外

部
か
ら
そ
の
成
果
を
求
め
る
声

が
大
き
い
。
本
来
、
経
営
改
革

は
職
員
の
意
識
改
革
か
ら
始
ま

る
も
の
で
あ
り
、
会
計
は
そ
の

用
具
に
す
ぎ
な
い
。
早
急
な
面

は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
東
京

都
の
平
成
１８
年
度
及
び
１９
年
度

決
算
を
事
例
と
し
て
、
財
務
諸

表
の
活
用
を
検
討
し
て
き
た
。

東
京
都
の
経
験
と
成
果
が
、
わ

が
国
地
方
自
治
体
の
経
営
改
革

に
と
っ
て
何
ら
か
の
役
に
立
て

ば
幸
い
で
あ
る
。
筆
者
と
し
て

も
さ
ら
な
る
研
究
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

○ 財務諸表活用の全体像

ミクロ
（事業経営）

個別事業の分析と
評価
・マネジメントサ
イクルの確立
・個別事業の分析
とその成果

主要な事業の実施
状況の説明
・「主要施策の成
果」などによる
都民への説明
・個別事業の真の
財務情報を提供

（出典：東京都財務局）

マクロ
（都財政）

都財政全体の分析
新たな分析手法
による「財政の持
続可能性」の評価
など

都財政運営の説明
・年次財務報告書
の作成・発行
・都政全体の財務
情報の提供

視点

目的

マネジメ
ン ト（経
営）の 強
化

アカウン
タビリテ
ィ（説明
責任）の
充実

鵜川正樹［神田］

【５】２００９年〔平成２１年〕５月１日〔金曜日〕 東 京 税 理 士 界 〔第三種郵便物認可〕 Volume No.628


